文藝への總督賞制定（１）[footnoteRef:1] [1:  1943年1月30日付『京城日報』朝刊2面　第2回は芳村香道、第3回は金村龍濟、第4回は牧洋、第5回は兪鎭午が執筆している。] 

　文學總督賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　香山光郎

朝鮮 (せん)における文 (ぶん)學 (がく)賞 (しやう)は、まさに有るべくしていまだ無かつたものの一つである。今次 (じ)の小磯 (いそ)總督 (そうとく)の朝鮮 (せん)文 (ぶん)學賞 (しやう)制定は、永 (なが)く感 (かん)謝 (しや)さるべき善きものであらう。
　大戰爭 (せんそう)の真最中に文 (ぶん)學もないなどいふものもなからう。戰爭 (せんそう)の最中なればこそ、精神文 (ぶん)化 (くわ)は益 (ます)々昂揚 (こうやう)さるべきだ。それは必ずしも時局に卽した奮 (ぷん)興 (こう)起 (き)のみを意味 (み)するものではない。自然や人情 (じわう)の美しさは、その儘 (まま)國民 (みん)の糧となり力となるものである。小磯 (いそ)總督 (そうとく)が非常 (ぜう)時の今日、文 (ぶん)學賞 (しやう)を設けた動機 (き)もそこにあるものとふ。
　賞 (しやう)を目がけて良き文 (ぶん)學を造るといふことは考 (かんが)へられないにしても、國家が文 (ぶん)學をこれほど大事に取り上げてくれるんだと、知つたゞけでも嬉 (うれ)しい。文 (ぶん)學は立派 (ぱ)に國家奉仕であり、一管 (くわん)の筆は、使ひやうによつては一隻 (せき)の軍艦 (ぐんかん)や、一つの軍 (ぐん)需 (じゆ)工 (こう)場に劣 (おと)らぬ力を出すこともあるであらう。
　唯、文 (ぶん)學を造る人、卽 (すなは)ち人がこの際 (さい)、とすべきことがある。それは國家が文 (ぶん)人に何を要請 (せい)し、何を期 (き)待 (たい)して居るかという點 (てん)だ。國家は今や一にして唯一の目的 (てき)に向 (むか)つて全力を盡して進んでゐる。それは米英 (えい)に打ち勝つて、その政治力と文 (ぶん)化 (くわ)力とを粉碎 (さい)し、皇道に基づいた新しい世 (せ)界 (かい)を建てることである。國 (こく)民の一人一人をも國土の一草一木をも總 (そう)動員して、その力をこの目的 (てき)に差向けねばならぬのである。それであるから、文 (ぶん)學もこの目的 (てき)に、直接 (せつ)、間接 (せつ)副ふものでなくてはならない。卽 (すなは)ち、日本的 (てき)な、健 (けん)全性 (せい)のある文 (ぶん)學が、國家によつて待 (たい)されて居る譯 (わけ)だ。
　古往 (わう)今來、日本の今日ほど偉 (ゐ)大な時代はなかつた。これほど偉 (ゐ)大なる目的 (てき)のために、これほど全國民 (みん)が一心一體 (たい)となつて、勇敢 (ゆうかん)に、壯烈 (さうれつ)に動いた時代はなかつた。この未曽 (みぞ)有の感激 (かんげき)が、上手に捉 (とら)へられ、表現されたならば、それこど、振古未曽 (みぞ)有の文学とならずには措かぬであらう。今般制定された總督 (そうとく)賞 (しやう)が、どしどしかういふ素晴 (すば)らしい文 (ぶん)學の作者に與 (あた)へられんことを祈 (いの)る。





